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１. 長崎市の西九州新幹線開業効果

■出島メッセ長崎（交流拠点施設）開業

・世界規模の会議の誘致・開催が実現
・令和５年度MICE参加人数 約140万人

■外資系高級ホテルが続々と進出
長崎マリオットホテル ヒルトン長崎

■長崎駅周辺の再整備
・商業スペースが急拡大
・駅前広場の賑わい創出と交通結節機能強化

■長崎スタジアムシティ開業(本年10月14日開業）
・サッカースタジアムを中心にアリーナ・ホテル・
商業施設・オフィス等の複合施設を民間主導で開発

・開業後の経済波及効果 約963億円
・年間想定利用者数 約850万人

最大の効果は、まちづくり効果

「100年に一度のまちづくり」

※イメージは今後デザイン含め変更の可能性があります。 提供：ジャパネットホールディングス
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嬉野温泉駅・西九州新幹線開業の最大の効果＝「まちづくり効果」

嬉野温泉 嬉野八十八

まるくキッチン

嬉野医療センター

トヨタレンタリース

宿泊特化型ホテルの開業

温泉街に宿泊施設の開業

カフェとショップの複合店の出店

飲食店の出店

観光・ビジネスの基点

【駅前商業施設】
民間事業者

【道の駅うれしのまるく】
国・県・市連携

まるくアイズ
（観光・交流施設）

情報・休憩施設

嬉野の新たな玄関口
地域中核病院の移転

民間事業者による段階的
な開発の予定

ﾄﾘｯﾌﾟﾍﾞｰｽ道の駅ﾌﾟﾛｼﾞｪｸﾄ
ﾌｪｱﾌｨｰﾙﾄﾞ・ﾊﾞｲ・ﾏﾘｵｯﾄ・嬉野温泉
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